


    
    


    




        恐ろしい坂




　急いではいたのだが、明かりの乏しい郊外では、足元の覚束ない暗い夜道を慎重に歩くことになった。一体どこを徘徊しているのやら、焦れば焦るほど道のりは長く感じられた。方角の見当は付いていたから、道なりに進めばやがてたどり着くはずだった。が、道は不自然に歪曲し、酷く遠回りを強いられた。何とももどかしい小径であった。先ほどあんなに飲んで馬鹿騒ぎしたので、罰が当たったのだとさえ思えた。それはある宴会の帰路での恐ろしい出来事であった。
　大きな屋敷の生垣のような所をしばらくたどっていた。その枝葉の茂った黒い並木は、大人の背丈を優に超えるほどの高さまで伸びて、向こう側が全く分からなかった。行けども行けども並木は延々と続き、大きく迂回していた。唯でさえ遅くなっているのに、更に時が奪われた。その並木が腹立たしかった。
「どこまで続いているのだろうか」
　ついそんなぼやきを吐き捨てたくなった時だ。突然と並木に切れ間ができた。ちょうど斜面を切り開いたような格好で、そこだけ植林が無くなっていた。向かいはその斜面の林が再び続いていた。



　坂がある。その並木の切れ間が脇道になって、すぐに坂になっていた。自動車一台が通れるくらいの坂道だ。勾配が酷く急で、ここを上るのには少し躊躇いを覚えた。確かに方角からして近道に違いない。が、何とも嫌な気がした。坂の上が少し明るくなっていた。そこには明かりがある。外灯だろうか。寂しい所を独りで歩いてきたから、その一つの明かりにすがりたい思いもあった。そうでなければ、こんな不気味な所に足を踏み込もうと思わない。そういう坂であった。
　上り始めて、すぐに後悔した。坂は思いの外勾配がきつく、嫌気が差すほど重い歩みはのろのろ蛇行するようであった。何か得体の知れない力で、坂下から引っ張られている気がした。とうとうぜいぜい言いながら、息切れして立ち止まった。坂の半分を来たところであった。荒くなった息をどうにか整え、坂の上を恨めしそうに眺めた。これまでの苦労を思えば、まだ半分である。ここで諦めて戻ろうかと坂下を振り返ってみれば、もうそこは真っ暗で、上り口が分からないほど底無しの闇に包まれていた。恐ろしくて戻ることもできなかった。まだ坂の上には明かりがある。多少の苦労は強いられるが、こっちを選んだ方が少しはましな気がした。しかし、その明かりもさっき坂の下から見た時と全く同じで、いつまで経ってもぼんやりとした薄明かりで、近づいている風ではなかった。


　坂の両側は木々に挟まれ、それも暗黒から幹が伸びてきたように不気味に見えた。その林の間を夜風が通うから、枝葉が酷く震える音が聞えた。また音がした。ところが、どうも誰かが幹を揺さぶったようなざわめきで、風が立てる音とは違っていた。ザザザザ、ザザザザ。音はあちこちから聞えてきた。それで人がやっているとも思えなくなった。







        そんなに一度にあちこち木々を揺らすのは不可能だから、やはり風が吹くのだろう。何とも気味が悪い。こんな坂はすぐに通り過ぎてしまいたかった。ざわめきは一層激しくなり、辺りを取り囲むほど狂気に鳴り響いた。ザザザザザ、ザザザザザ、ザザザザザ。恐ろしくて、一歩も動けなくなった。何か暗闇の中を駆け巡るように茂みを騒がした。ザザザザザザザザ。しかし、それを最後に音はぴたりと止んでしまった。
　今のうちに急いでしまおう。強張った膝をどうにか奮い立たせ、一足踏み出しながら坂を見上げてぎくりとした。何か居る。庭石くらいの丸い影が、坂上から転がってくるらしいのだ。落石だろうか。薄暗闇では、はっきりしなかった。形がいびつなのか少し蛇行しながら、不器用にこちらに向かって転がってきた。落石なら大変だと、坂道の左右に逃げるのだが、その奇妙な物は予測もつかぬ動きで、こちらが右側へ避ければ右へ、左側へ避ければ左へ転がってくるので、どうにも埒が明かない。
　こっちへコロコロ。そっちへコロコロ。来るな来るな。こっちへ来るな。
　こっちへコロコロ。そっちへコロコロ。来るな来るな。こっちへ来るな。


　そうこうしているうちに、どんどんこちらに転がってきた。坂の上が光源になっているから、こちら側がちょうど陰になって、その正体はなかなか分からなかった。が、薄気味悪い物には違いない。それが次第に鮮明になってくると、はっと気付いて体が震え上がった。膝がガクガクして逃げようにも、足が言うことを聞かなかった。死人のような顔が見えた。生首だ。坂の上から転がってきたのは、青白い顔の生首であった。それはコロコロ転がりながら、いよいよ足元まで迫ってきた。
「はあ、はあ。も、もう駄目だ」
　そう思った瞬間、生首は足元を通り過ぎ、そのまま坂下へ転がっていった。
「ふー、助かった」
　それを横目で追いながら安堵していると、ちょうど坂下の暗闇が濃くなって見えなくなる辺りで不意に止まった。暗がりではっきりとしないが、確かにその暗澹とした所に生首が留まっていた。じっとそこに居て動かなかったのだ。もうどうしよう。とにかくそれから逃れるには、この坂道を上るしかない。何だか背筋がぞくぞくするような思いで坂下を警戒しながらそっと歩きだすと、坂の上に再び何かが現れた。次々と転がって、十数個は優に超えるだろうか。その禍々しい顔の生首が落ちてきた。
　こっちへコロコロ。そっちへコロコロ。こっちへコロコロ。そっちへコロコロ。
　来るな来るな。こっちへ来るな。


　地獄絵巻のような光景に、体中が縮み上がった。このまま背を向けて逃げようか、どうしようか。しかし、そこを下っては何か恐ろしいことが起こる気がしてならなかった。坂下には、先ほどの蒼白な生首が待ち構えていた。手足がしびれ、落ちてくるのを待っているように思えた。一方、坂上の生首は、まるで山積みのリンゴの箱をひっくり返したようにコロコロと転がってきた。こちらを襲おうという気色は少しも無いようだが、それがかえって不気味であった。








        生首はリンゴと同じように無造作に転がってくる。ただコロコロと連なるように転がってくる。重力に引かれて転落するに等しい。が、それは紛れもなく生首であった。リンゴで例えるならば、巨大な腐ったリンゴである。カビが繁殖し、黒や灰色の菌糸に覆われ、辛うじて原型を留めているリンゴである。腐敗によって果実が軟化し、今にもぐちゃっと形状を崩壊させそうなリンゴである。転がれば転がるほど表皮が裂けて、腐った汁が溢れ出そうになる。その果実には、醜くうごめく無数の蛆をはらんでいる。そういった不快な物が、こちらに向かってくるのだ。


　生首は遂に迫った。青白い顔が足元を転がって、次々と坂道を落ちていった。それがいつ足首や太腿に食らいつきはしないかと、恐怖で叫びそうになった。最後の生首が通り過ぎると、どうにか正気を取り戻してほっとした。しかし、まだ一抹の不安が拭いきれず、そっと坂下をうかがった。やはり居る。坂下の暗い所にたくさんの生首が、じっと潜んでいるようなのだ。それは残酷なやり方であった。下へ落ちてくるのを待ち構えているのだ。弱ったところを襲うのである。じわじわと真綿で首を絞めるような嫌なやり方だ。そんな事を考えていると、先ほどから体が後ろへ引っ張られるような感じがしてならない。しっかりと両足を踏ん張っていないと、背中から倒れて坂を転がり落ちてしまいそうな不安に駆られるのだ。

　もう少しの猶予も無い。早くここから逃げなければならない。そう思った時には、犬のように四つん這いになって坂を駆け上がっていた。はあはあ息を切らしながら、あと少しで坂の上だという所まで来た。もうしばらく堪えれば助かると、疲労でしびれた手足を必死に振り動かした。と、急に辺りが暗くなり、何かに行く手を遮られた。坂上に目をやって凍り付いた。道を塞ぐほどの巨大な顔が、ぬっと現れたのだ。恐ろしい鬼の顔だった。目玉をギョロギョロ動かし、人など容易に呑み込んでしまいそうな大きな口をかっと開くと、そこには歯の代わりに生首がずらりと並んでいた。どの顔も濡れたような乱れ髪を垂らし、青白い顔でじっと目を閉じ、口を固く結んでいた。大鬼の顔に驚いたのもさることながら、鬼の口の中が生首で溢れていたことに一層震え上がった。


　気が付いたときには、酷く体を打ちつけながら坂を転がり落ちていた。体のあちこちが痛んで、生首に噛み付かれたのではないかと恐ろしかった。後は命だけは助かろうと、必死に暗闇を駆け抜けてどうにか家にたどり着いた。
「どうしたんです？　そんな青い顔をして……」
「な、何でもない」
　あんなものに襲われたら、一溜まりもなかったであろう。
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